
イギリス・アメリカ相互交流に関する
ディスコース研究

高橋正平

イギリス・アメリカ相互交流はイギリスの北米アメリカ植民から始まる。そ

の植民が本格化したのがヴァージニア植民である。16o6年12月，時の王ジェー

ムズ一世から特許状を得たロンドン・ヴァージニア会社が三豊の船をヴァージ

ニアへ送つた°　イギリスによるヴァージニア植民の歴史はここから始まつた°

ヴァージニア植民は飢餓と原住民との対立に苦しめられ，植民は期待適りの成

果をあげることができなかつた。そこでヴァージニア会社は当時の著名な説教

家に「この世の楽園」ヴァージニアへの植民を投機者及び入植希望者に訴え，

彼らの植民熱を冷まさせないために説教を行つてもらつた°現在で言えば一種

のアジ演説の感がないわけではなかつたが，ヴァージニア会社は説教家を積極

的に利用した。高橋（正〕の論文はこれら説教家のうち3人を取り上げ，彼ら

の説教のレトリックを論じた°　ヴァージニア植民は本来は利益を求めての植民

であつた。後年JohnWinthropはヴァージニア植民が矢放したのは植民の目的

が物質的であつて宗教的ではなかつたからだと言つたが，各親敦家はその経済

性の強い植民を宗教的使命を担つた植民とした。そのために説教家が利用した

レトリックは聖書の一節をヴァージニア植民に「適応」するというものであつ

た°ヴァージニア植民擁護の最初の説教であるWilliamSymondsは，Abraham

の故郷からのカナンへの旅立ちをヴァージニア植民者に適応した°Abrahamが

主の命に従い，故郷を離れカナンに向かつたように，ヴァージニア植民者も故

郷イギリスを離れ，異郷の地ヴァージニアへ向かう°　そしてAbrahamが以後イ

スラエル人の祖となつたようにヴァージニアへ向かうイギリス人もヴァージニ

アでアメリカの祖となり，永久にその名を歴史に止めると撒を飛ばした°次の
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w illi a m C r a s h a w も J o b n D o n n e も同 じく聖書を盾にヴ ァ ー ジ ニ ア 植民を擁護し

た｡ 彼ら の説教は い うなれば聖書で行われたことをヴ ァ ー ジ ニ ア 植民者は｢ 今+

再現して い る ことを強調し, 植民の 前途に立ちはだかる不安を払拭する こ とを

意図して い た｡ 聖書を武器にヴ ァ ー ジ ニ ア 植民を擁護するゆえ, 当然 の ことな

がら植民 の合法性も自然と解消される ｡ 高橋 (正) の論文は初期ヴ ァ
ー ジ ニ ア

植民擁護の説教を扱 い , 説教の巧みな ｢適応+ と い う レトリ ッ ク の解明を試み

た｡

高橋(康) の論文はヴ ァ
ー ジ ニ ア 植民よりも少し時代が下 っ た マ サチ ュ ー セ ッ

ツ 植民の政治と宗教の問題を扱 っ て い る ｡ マ サチ ュ
ー セ ッ ツ植民 はヴ ァ

ー ジ ニ

ア 植民よりも宗教的性格の強 い植民であ っ た ことほ植民者が敬慶なピ ュ
ー

リ タ

ン で あ っ た こ と か らも容易に理解できる ｡ 高橋 (康) の小論は ア メリカ植民時

代から懸案問題 で あ っ た信教 の 自由と政教分離に つ い て 植民地時代 の J o h n

c o tt o n , J o h n W i n th r o p , そして現代 の P a ul G . K a u p e r の 3 人か ら概観して い る o

マ サチ ュ
ー セ ッ ツ植民はその モ デ ル を カ ル ヴイ ン に求め て い た ことはよく知ら

れて い る ｡ カ ル ヴ イ ン は教会と国家を区別 したが , 信仰は国家の 精神的支柱で

あり, 国家は信仰を擁護す べきだと説き, ジ ュ ネ
ー ブで は徹底した神政政治を

行 っ た｡ カ ル ヴ イ ン の 思想には 二 面性があり, 教会と国家の区別か らは信教 の

自由が生まれ てくるが, 国家は信仰を擁護すべ きだと いう主張からは政教
一

致

が生まれ てくる ｡ こ れ が マ サチ ュ
ー セ ッ ツ で も見られ , R o g e r W illi a m s は 政教

分離の立場をとり , それ に対し J o h n C ott o n は民主主義を排し, 神政政治を主張

した ｡ c ott o n はイ ギリス , ダ
ー ビ ー 生まれ で ケ ン ブリ ッ ジ大学卒業後英国国教

会 に理想の 宗教 の 姿を見 い 出せ ず ,
1 6 3 3 年, マ サ チ ュ

ー セ ッ ツ に移住 した

ピ ュ ー リ タ ン である ｡ C o tt oムは , ピ ュ ー リ タ ン がそ の行動, 規範す べ て を依拠

した聖書に教会が忠実であれば神権政治は民主政治よりい い とする
一

方, 教会

と国家との ｢ 癒着+ を最も懸念した ｡
一

見神政政治の 強硬な推進者である印象

を与える C ott o n は 実 は教会権力 で あれ国家権力で あれ権力は抑制されなけれ

ばならな いと の考えを持ち , 政教分離をも提唱して いた の である ｡ マ サチ ュ
ー

セ ッ ツ 湾植民地初代絵督 J o h n W i n t h r o p もイギリ ス , サ フ ォ
ー

ク 州の 生まれ で ,

ケ ン ブリ ッ ジ大学在学中にピ ュ ー リ タ ン の影響を受け, 宗教的弾圧か ら逃れる
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た め に1 63 0 年 に ア メ リ カ に渡 っ た ｡ w i n th r o p は神権政治の弱点を十分意識 し

て おり ,
ピ ュ ー リタ ン の神権政治に対して批判的な態度を取 っ て い る ことを忘

れて はならな い ｡ ピ ュ ー リ タ ン と い うと厳格な妥協を許さな い 人と い うイ メ
ー

ジを受ける ｡ しか し, 宗教と政治と いう問題になると , 厳しい神権政治を導入

し つ つ あ っ たなか でも , 中 には教会と国家, 聖 と俗 の権力は バ ラ ン ス を保 っ て

維持される べ きだと主張するピ ュ ー

リ タ ンもおり, それが現在の ア メ リタの政

教分離の基礎とな っ て い る の で ある ｡

韮沢 の論文は1 7 世紀 ニ ュ
ー イ ン グ ラ ン ドの ピ ュ ー リ タ ン を扱 い , 特 に C ott o n

M ath e r の M a g n ali a C h risti A m e ri c a n a (1 7 0 2) を取り上げる ｡ M ath e r は ニ ュ
ー イ

ン グ ラ ン ドの神政政治の代表的人物で , 〟 αg 〝αJ～α は宗教を中心とした ニ ュ
ー イ

ン グ ラ ン ドの歴史書で ある ｡ M ath e r の 祖父 R i c b ar d は1 6 3 5 年にイギリ ス か ら移

住し, M at h e r 自身 M atb e r 家 3 代目 の ピ ュ
ー リ タ ン で ある ｡ M ath e r は , 宗教心

が薄れて いく ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ドで い か にして植民地建設当初 の敬度なピ ュ
ー

リ タ ニ ズ ム 精神を復興させる かに奔走し, M a g n ali a を書 い た の で ある ｡ 韮揮

は , 本書 で伝記に費やされて い る ペ
ー ジ数が圧倒的に多 い ことに注目して い る

が , それ は ｢ 先人たち の人生を学ぶ+ こ とが い かに重要で あるかを示して い る ｡

M ath e r は, い わば ピ ュ
ー

リ タ ニ ズ ム の ｢ 黄金時代+ 復活を願 っ て本書を書 い た

の で あ る ｡ 植民当初 の偉人 に倣 い , もう
一

度 ニ ュ
ー イ ン グ ラ ン ドに敬慶 な

ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム の復活を願 っ たの である ｡ そ して そ の 願 い はまた ,
ニ ュ

ー イ

ン グ ラ ン ドにおけるピ ュ ー リ タ ン の共同体の復活の切望でもあると韮揮は結論

付ける ｡ 宗教と いう当時の 人 々 の共通認識を用 い , 共同体崩壊の危機を防ごう

とした の である ｡

イ ギリ ス と ア メリ カ の 交流はイ ギリ ス 人による ア メリ カ植民か ら始まるが ,

ヴ ァ ー

ジ ニ ア植民と マ サチ ュ
ー セ ッ ツ植民とで は植民の目的その も のが異な っ

て い る ｡
一

方 は経済性を追求した植民で , 他方は純粋な ピ ュ
ー

リ タ ン に よ る

｢ 神 の 国+ 建設が目的 で あ っ た ｡ ヴ ァ
ー ジ ニ ア植民 にも ｢福音+ を広め ると い う

目標はあ っ たが , 入植者に敬慶な宗教人は少なか っ た ｡ マ サチ ュ
ー セ ッ ツ 植民

はそれに反 し, 故国イギリス で の宗教的弾圧を逃れて来たピ ュ
ー リ タ ン が主流

であ っ たため に植民は宗教とは切 っ ても切れな い 関係にあ っ た ｡ 彼らは故国イ
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ギリ ス で実現 できなか っ た こ とを新天地ア メ リ カ で の 実現に努め た ｡ それ は

J o h n C o tt o n や J o h n Ⅶ n th r o p や C ott o n M ath e r (彼 は直接イギリ ス からの移住者

で はなか っ たが) に如実に表れて い る ｡ 彼らの生涯は い か にして敬慶なピ ュ ー

タ ニ ズム をア メ リ カ に根付かせ ､ ピ ュ
ー

リ タ ン 王国を築き上げるかに捧げられ

たと言 っ て も過言で はな い ｡ 今 回の プ ロ ジ ェ ク トで は主として植民初期のイギ

リ ス とア メリカ の 関係を扱 っ たが ､ 両者の関係が文学作品に どの ように表れて

い るかを論ずる のが次の課題となる ｡
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